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くらしの法律相談  第 4 回  ～  隠岐ひまわり便り ～

「遺言ってどうやって書くの？」

【お問い合わせ先】
　　　島前法律相談センター（西ノ島町）
　　　・開催日時　毎月第２火曜日　１４時 ～１６時３０分
　　　・開催場所　西ノ島町黒木公民館　図書室
　　　※ご予約は、島根県弁護士会（電話：０８５２－２１－３４５０）へご連絡ください。

　　　隠岐ひまわり基金法律事務所（弁護士　橋爪 愛来）
　　　・業務時間　平日　９時３０分 ～１８時
　　　・電　　話　０８５１２－３－１８７７
　　　※電話相談無料（初回１０分程度に限り）

　隠岐ひまわり基金法律事務所の弁護士の橋爪 愛来（はしづめ あき）と申します。

　くらしの法律相談第４回は、遺言に関するご相談です。「遺言を書いてみたいけど、どうすればいいの

か分からない・・・」「遺言を書いた方がいいのか？」とお悩みの方の参考になればと思います。

　遺言にはいろいろやり方があるようなのですが、どのような方法で遺言をするのが

良いでしょうか。

　遺言について様々な方法が民法で規定されていますが、ほとんどの方は、自筆証書遺言か公正証書遺言の
どちらかで書かれますので、この２つの方法について説明します。

　自筆証書遺言は、文字どおり全文を自筆で書いた遺言のことです。メリットは、自宅でいつでも書くこと
ができ、費用がかからないことです。デメリットは、日付や署名押印などの必要な要件を守れておらず有効

な遺言にならない危険があることです。また、死亡後に遺族の方が家庭裁判所で検認の手続をする必要があり、

遺族の方の負担になる可能性もあります。もっとも、本年７月１０日以降は、自筆証書遺言を使いやすくす

るために、法務局における自筆証書遺言の保管制度が始まります。法務局に保管されている遺言は、検認の
手続が不要になり、遺言の紛失等のおそれもなくなります。

　公正証書遺言は、公証役場（隠岐圏域では法務局）で作成する遺言のことです。メリットは、公証人が関
与して作成される遺言なので法律上有効な遺言を作成することができる点です。原本は、公証役場（法務局）

に保管されているので紛失や（遺言があることを伝えていれば）遺族が発見できないという危険性もありま

せん。デメリットは、手数料がかかることと、公証役場（法務局）まで行かなければならないことです。

　遺言を作成することによって、相続をめぐる紛争を事前に防止することができる場合もありますので、遺

言が果たす役割はとても重要なものです。弁護士としては、手数料や手間がかかりますが、有効な遺言が確

実に残せる公正証書遺言をお勧めすることが多いかと思います。

ご 相 談

ア ド バ イ ス

２回目まで
相談料無料です!
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POLICE 通信 浦郷警察署
６－０１２１

こんにちは！！！浦郷警察署です。

今月は、「交通事故多発地点」についてです。

島前３町村での交通事故多発地点（平成 27年～令和元年）

　昨年、島前３町村では83件の交通事故が発生しました。これは、過去10年間の平均が約

70件を、大きく上回る結果となっております。

　特に交通事故が多かった場所は以下のとおりです。

　　・菱浦港フェリーターミナル駐車場・周辺
　　・別府港フェリーターミナル駐車場・周辺
　　・来居港フェリーターミナル駐車場・周辺
　　・ユアーズ駐車場・周辺

　また、交通事故の特徴は以下のとおりでした。

　　・駐車する際のバック事故、ドア開閉時の接触事故
　　・交差点での安全確認の不足による出会い頭事故

　　● バックする際には、必ず自分の目で、車や人の有無を確認
　　● ドアを開けるとき、隣の車に注意（特に強風の日 ･･･）
　　● 積雪、道路凍結しているとき、スピードを控える
　　● 急ハンドル・急ブレーキ・急加速など「急のつく運転」はしない
※制限速度を超えていなくても、見通しの悪い住宅街、道路状況、
　歩行者の有無によって、道路での安全な速度は変化します。
　積雪や凍結のおそれがあるときは、いつもよりスピードを落とす
　などの「安全運転、防衛運転」を心掛けてください。

交通事故を防ぐためのワンポイントアドバイス

順　位 発　生　場　所 件　数
1 別府港フェリーターミナル駐車場・周辺 24
2 菱浦港フェリーターミナル駐車場・周辺 12
3 JFしまね（ノア）駐車場・周辺 10
4 来居港フェリーターミナル駐車場・周辺 10
5 才ノ神峠の周辺 9

　波止区では、宝くじ助成事業の採択により、
円滑なコミュニティ活動を行うことを目的とし、
エアコン 2基、ワイヤレススピーカー、ワイヤ
レスマイク、スタックテーブル 8台、スタッキ
ングチェアー 30脚を購入し、地域コミュニティ
活動備品を整備しました。

この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施している

コミュニティ助成事業で、一般財団法人自治総合センターが助成するものです。

宝くじ助成事業で地域コミュニティ備品を整備しました！




